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　2000 年前後のアフリカ諸国の HIV 陽性者の運動には、二つの手がかりがあ
りました。一つ目は、先進国の HIV 陽性者運動です。最近、アメリカ合衆国
で 1980 年代に HIV 陽性者がどんなふうにして生きのびるための取り組みを
進めたかを伝える映画が公開されました。HIV 陽性者が中心となる活動組織







































構（Organization of African Unity: OAU）が「アフリカ障害者の 10 年」を採
択しました。この時から 2009 年までの「アフリカ障害者の 10 年」が始まりま
した。その後、2007 年にさらに 10 年を「アフリカ障害者の 10 年」とするこ
とになり、今、第二次「アフリカ障害者の 10 年」が進行中です。













の国際障害当事者団体により、各国政府が 2001 年から 2010 年までをアフリ
カ障害者の10年として認めるように、という宣言が出された。その後、AU（ア
フリカ連合）の前身である OAU（アフリカ統一機構）の 2000 年第 72 回閣僚
協議会および第 36 回首脳会議総会において、アフリカ諸国の政府が障害者
のエンパワーメントと状況の改善、社会的経済的政治的な国内計画に障害を
組み込むことなどを目的として、1999 ～ 2009 年をアフリカ障害者の 10 年
とすることが決議された。さらにジンバブエにある OAU の傘下の ARI（ア
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フリカリハビリテーション研究所）に「10 年」の運営を任せた。2002 年には、
OAU の主催でアフリカ障害者の 10 年に関する汎アフリカ会議が開催。「大
































































国連開発計画（United Nations Development Programme: UNDP）、JICA、
イギリス国際開発省（Department for International Development: DfID）、




































































者教育支援の会（CAPEDS）の取り組みを紹介します。CAPEDS が 2007 年に














































































































1999 年の段階で 50 ～ 60 人の障害学生がいたそうです。ハルツーム大学は学
生数が１万 6,000 人ぐらい、東京大学や大阪大学と同じぐらいの規模の大学で






















































































　2011 年 11 月に立命館大学衣笠キャンパスで開いた AJF・DPI 日本会議・











　2010 年３月、東京都内で開催した AJF・DPI 日本会議・GCOE 生存学共催「ア
























































































→　途上国の HIV 陽性者運動につながる先進国の HIV 陽性者運動
→　ゲイ・リベレーションのネットワークが HIV 陽性者運動支援につながった
アフリカ障害者の 10 年
中西由紀子「アフリカ障害者の 10 年」（アフリカ NOW 第 78 号収録）
　それ（1981 年国際障害者年）以前のアフリカでは障害者に関する施策もほと
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1970 年代～ 80 年代の障害者運動のきっかけ
施設職員が在所生（障害者）に働きかけたケースがけっこうある
Cf.
戸田美佳子さんのカメルーン熱帯林調査報告：調査対象地の障害者把握、もっ
とも正確だったのは地域を対象にリハビリテーション支援を行っているミッ
ション。社会問題省が把握しきれていない在宅者もフォローしていた。
山内信重さんがエジプト・デルタ地帯で関わった JICA 事業の中での体験：周囲
の情報をもとに戸別訪問をした先で、「うちには障害者はいない」と言われた。
－介助、ガイドヘルプなどがないと外出できない障害者も多い　→　外出等の支援
－ 親、専門家とは違った立ち位置の「助っ人」　→　親、専門家は判断を本人
に押し付けがち
－自立生活支援
－制度化、ジョブ・スキル化
　Cf.　上野千鶴子『ケアの社会学　当事者主権の福祉社会へ』
73
２）途上国での取り組みに必要なこと
－本人たち、支援者たちとの出会い　→　ロールモデルの共有
　聞き取り・記録化、その際に、日本ほかでの体験・経験を導き糸として活
用する工夫
　皆さんと違うところもあれば、似てるところもあるなあと、話を聞いて思
いました。
　まず、違う部分についてをちょっと話したいと思います。まず、皆さんは、
３人共ですね、小学校に上がる段階で、普通教育を受けるか、それとも特殊
教育、盲学校に行くか、っていう大きな壁にぶち当たったわけですけども、
私の場合は全くそういうのはなかったのですね。というのは、僕は、近くの
小学校にすんなり入れたのですよ。ただ、それは、スーダンの教育委員会が、
理解があるからという話だからじゃなくて、教育委員会自体が障害のある子
供が入ってきてるかどうかもチェックしてないし、自動的に６歳になった子
供が近くの小学校に行く、というわけであります。
http://www.arsvi.com/2000/070809.htm
－ 出発点となる統計、資料の批判的検討：カメルーン熱帯林地域、コンゴ川両
岸での調査に関する戸田報告
－インパクトを与えうる国際動向の紹介　→　障害者権利条約の活用支援
　このセミナーの概要を英語、仏語 etc で発信
－制度化、制度運用による実績づくりの支援
　国際機関、各国援助機関（JICA も含む）による支援の取り組みが進んでいる
　→　活用できるようにする支援（スキーム紹介、運用に関する支援）
－大学や専門学校のコースづくり
　Ex.　生存学　→　途上国の大学・研究機関との連携の可能性
